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星の子便り第6号。 
今回は、仕事の都合などで参加が難しい
けれど、キッズの活動をあたたかく見守っ

ているメンバーの声などを集めました。 
お楽しみください。	
 

今月のトピック 
○星の子キッズへの思い（田中）	

○上海より（岡橋） 
○「出来ないことも才能です」（山内） 
○「『出会い』と『出会い』」（吉留） 
○今後の活動予定 
○編集部より 

＜星の子キッズへの思い＞��
こんにちは、神戸市で生活している田中です。
以前は毎回キッズに参加させていただき、大
変楽しく、充実した時間を過ごさせてもらいま
した。こちらの会社への転職をきっかけにレ
ギュラーとしての参加は出来ていませんが、
年に2回ほどの参加の超レアキャラとして、
細々とキッズの活動を継続しています。	

 	

東京で仕事をしながら転職活動をしていた当
時、東日本大震災が起こる前の1，2月、キッ
ズではとりまとめ係を担当し始めたときでし
た。これから、自分が思い描いていたキッズ
の活動ができるととてもポジティブな気持ち
で、やりたいことがいくつも頭の中にありまし
た。そのため、転職先の選考が進む中で本
当にキッズの活動をやめてしまうのか？とす
ごく悩みました。（現在の会社が大阪にある
ため）それまでの2年間のキッズの活動が本
当に楽しくて、星美の子どもたち、特に一緒
に遠足に行った女の子なんかは自分の娘の
ように思っていて、彼女たちの笑顔が見れな
くなるのはさみしい、やっぱり転職は東京の
企業にしてキッズはこのまま続けようと思い
とどまったりしながら、なかなか決断できませ
んでした。やがて、長い人生の中で賭けに出
る、出れることはそうそうないと思って、現在
の会社に行くことを決めました。	
  

その時は、キッズを完全にやめようかと
いう考えもありましたが、大阪に来てから、
東京の良さ、ふるさと埼玉への思いがふ
つふつと湧いてきました。	
  
その中で東京を思い出すと真っ先に出て
くるのは星美の子どもたちです。家族と
同じくらい星の子キッズの存在が大きく
なっていました。	

 	

レアキャラとなった私ですが、たまに顔を
出すと僕の名前や顔を覚えていてくれる
子がいて、感動して泣きそうになります。
小さかったあいつが大人っぽくなってい
たりして感動します。わがままなところは
変わっていなくてやれやれと思ったりしま
すが（笑）。今は子どもたちの成長がはっ
きりと分かるのが楽しみです。今後もよろ
しくお願いします！（田中）	


田中さん在住の神戸の景観	


←　神戸の景観	


↓　上海の景観	




＜上海より＞	
  
今私のキッズ履歴は、1998年から2002年
までと2007年から2012年までです。勤務
先での異動で中断してしまっていますが、
通算すると9年ほどになります。現在は上
海駐在となっているので、ボラができませ
んが、異動がなくて東京に居続けていたら、
たぶんずっと継続していると思います。	

 	

私のキッズボラ参加のきっかけは、会社の
社会貢献室という部署が募集していたボ
ラに応募したことからです。中学・高校時
代、学校がカトリック系だったこともあり、
赤い羽根・青い羽根の街頭での共同募金
などのボラの経験はありましたし、まあこ
んな私でも何らかの形で社会の役に立て
ないかと思って再開しました。	
  
子どもは社会の宝なので、できるだけ多く
の子どもたちに幸せな人生を歩んでほし
いという願いもあります。	

とはいえ、そんな大上段に構えてのことで
はなく、また自己犠牲の精神で頑張ってい
るわけでもなく、簡単に言えば子どもと遊
んでいるのが楽しいってことです。星美の
子どもたちは本当に素直でかわいい子ど
もたちです。	

ボラの定期訪問当日は、朝早くに起きて慣
れない弁当を作ったり（男の私は自分のた
めに弁当を作ったことはありません）、や
んちゃ盛りの子どもたちと体力の限界を超
えて遊んだり、電車移動の最中は子どもた
ちが電車の中で騒いだり、ほかの乗客の
方々に迷惑を掛けないかとハラハラしたり
…。多分、他のボラの方々もいろいろと苦
労されていると思います。どうしてこんなし
んどい思いをしてまでボラを続けている
か？？それは、やはり星美の子どもたち
の素直さやかわいらしさで自分が元気に
なれるからだと思います。	

星美の子どもたちは限られたスペースの
中で共同生活をし、それを見守るスタッフ
の方々も限られているために、大人と触れ
合う機会が少ないですし、普通の家庭のよ
うにほしいものをすぐ買ってもらえるような
環境でもありません。でも、そういう環境だ
からこそ子ども同士で助け合ったり、譲り
合ったりする習慣がついているようで、彼
らは普通におもちゃやジュースを年上の	


子が年下の子に譲ってあげたり、年上の
子が年下の子の世話をしたりしています。
ワタシが見ても「えらいなあ、自分も見習
わないとなあ」と思うことが多いです。	

また、ボラの対象となる星美の子どもたち
は小学校の低学年から高学年ですが、も
うこの時点で性格が既に形成されていて、
将来の大人の原型が出来ているのを見る
のも楽しいです。引込思案でおとなしい子
もいれば、積極的というかよくはしゃぐ子
どももいます。将来この子はこういう大人
になるのかなあとか、いろいろと想像する
と面白いものです。	
  
そういう子どもたちと遊ぶボラ活動は、肉
体的にはしんどいですが、精神的には本
当にいい気持になれる機会です。私はい
ま上海で勤務しているため、残念ながら
ボラ活動をすることはできませんが、東京
に戻ったらまたボラを再開したいと思って
います。	

 	

こんな素晴らしい星美の子どもたちです
が、やはり足りないものも数多くあります。
教育もその一つだと私は思っています。
普通の家庭であれば親が「勉強」「勉強」
と口うるさく言うので、嫌でも勉強せざるを
得ない環境がありますが、星美の子ども
たちにはそのような環境がないので、どう
しても子ども同士で遊んでしまうのだと思
います。	

 	

ただ、社会に出てからのことを考えると一
定レベルの教育というのは必要なので、
上海から戻ったら学習サポートなどの活
動も積極的にできればなあと思っていま
す。勉強＝嫌なものという意識から、「勉
強って結構楽しい」と変えていければなあ
と秘かに思っており、自分自身も錆びつい
た頭もリハビリ中です。	

 	

今も多くのボラの方々が星の子キッズに
参加されて、星美の子どもたちへの支援
を行っていらっしゃいますが、この活動に
より多くの方々がボラとして参加し、子ど
もたちに楽しい思い出を作ることができれ
ば、そしてボラの方々自身にとっても楽し
い思い出になればと願っています。（岡
橋）	
  



編集部から	
  
社会人の多いキッズですから、仕事の都合やもろ
もろの事情で毎月企画に参加することは難しいか
もしれません。無理して続かなくなるよりも、長く続
けていただきたいと思います。企画に一度は参加
いただき、もっと深くキッズを知り、楽しんでいただ
きたいとも思いますが。	
  
子ども達から自分の名前を呼ばれたときの新鮮な
驚きと喜びを、鮮明な記憶として持っておられる方
もいるのではないでしょうか。	
  
自分のことを覚えてくれたんだっていう、なんともい
えないぬくもり。それを大切に、寄り添っていきたい
ですね。（渡辺）	
  今後の活動予定	
  

１０月２０日（日）：「水族館に行こう！」	
  
１１月３日（日）：星美ホームバザー	
  
１１月１０日（日）：「電車で博物館へGO！」	
  
１２月２３日（月・祝日）聖劇鑑賞	
  
１月１９日（日）：職業体験企画（仮）	
  
２月１６日（日）：企画募集中（仮）	
  

＜「出来ないことも才能です」＞	
  
何故ジェロは子どもたちに好かれるの
か？	

その理由の1つは大人の偉さを子ども
たちに全く見せないことだと思います。	


まず、子どもに対して劣等感を与えな
いのです。	

子どもたちの将来を心配されている方
がたくさんおられますが、もうすでに彼
らはタフで優秀な存在です(笑)	
  
その優秀な子どもに対して勉強させて

もらっているのが本音です。	

つまりボランティアに行っている感覚は
初めからないのです。	

私たちが星美ホームに通う理由は人に
より様々違うと思います。	


学問や教養を身に付けさせたい人、将
来そのような場所で働きたい人、子ど
もが好きな人。	

私も色々考えてみましたが、結局自分
が子どもたちにしてあげられることは無

条件に愛してあげること、どんな時も信
じてあげることだと思います。	

また、それしか出来ないんです。	

学歴のある方は、その教養を生かして

子どもに勉強を教える。	

自分みたいに学歴のない人間は逆に
それを才能だと考えて子どもたちと
日々悪戦苦闘する(笑)	
  
人には各々役割があり自分の個性を

生かして子どもたちのお手伝いさせて
頂く。	

だから自分の個性を生かしきればいい
だけなんじゃないかな、と思います。	

そのようなことを毎回子どもたちから学

んでいます。	

出来ないことも才能です。	

（山内）	
  

＜『出会い』と『出会い』＞	
  
約８年前に初めて参加した活動は、上野
動物園への遠足でした。その時にペアに
なったAちゃんは当時小学３年生。私に
とって、彼女に出会えたことが、その後の

ボランティア活動のエネルギー源となりま
した。家族でも、友達でもない、大切な存
在。笑顔を想像しながらのお弁当作りの
楽しさ。関係づくりがうまくいかなかった時
は、１ヶ月後の活動日までの「宿題」とし
て、悶々と悩む日々。でもそんなことが

あったから、今、高校生になったAちゃん
と笑いながら勉強したり、深い話をするこ
とができている。ありがとうAちゃん。	

	

そして、キッズの活動を通して得た素晴ら

しい仲間達。力まずに、いつでも素の自
分でいることを歓迎し合える仲間達と出
会えたことに感謝しています。いつも思う
のですが、キッズのメンバーになってくだ
さる方は、みなさん、本当にいい方ばかり

ですよね？びっくりです。	

	

今は仕事ばかりの毎日になってしまって
いますが、HPの更新など、小さなことでも
活動に関わることができたらうれしいです。
（吉留）	
  


